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・行政情報アプリ「ｉ広報紙」が「マチイロ」
　としてリニューアル！
・ダウンロードはこちらから
　

マチを好きになるアプリ

※「ｉ広報紙」をご利用中の
場合、アップデートによって
新アプリに切り替わりますの
で、新たにダウンロードする
必要はありません。

九人の心が一つに！九人の心が一つに！
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　湯沢翔北高等学校陸上部男子駅伝チームは、九
人のメンバーで、全国高等学校駅伝競走大会秋田
県大会に初出場しました。
　冨谷海さん（写真最前列中央）が引退し、新チー
ムに駅伝への思いが詰まったたすきが引き継がれ
ました
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さ
ま
ざ
ま
な
主
体
の
前
向
き
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
、
市
職
員
の
意
識
改
革
、
そ
し
て

何
よ
り
市
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

で
あ
り
、
今
後
も
粘
り
強
い
挑
戦
が
必

要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

2017.01.01
3

2017.01.01
2

る
な
ど
、
う
れ
し
い
話
題
が
あ
り
ま
し

た
。

　

新
湯
沢
市
誕
生
か
ら
間
も
な
く
十
三

年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
財

政
の
健
全
性
を
保
ち
つ
つ
、
新
市
の
重

要
課
題
に
取
り
組
み
、
統
合
小
学
校
建

設
や
老
朽
校
舎
改
築
な
ど
の
教
育
環
境

整
備
、
新
庁
舎
建
設
、
湯
沢
駅
周
辺
地

区
環
境
整
備
事
業
な
ど
の
大
規
模
事
業

も
国
・
県
の
有
利
な
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
着
実
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
は
深
刻
さ

を
増
し
、
市
民
所
得
の
向
上
も
道
半
ば

で
あ
り
、
多
様
な
課
題
と
向
き
合
う
市

政
運
営
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

た
か
は
し
か
ず
や

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
出
身
で
、
教
育
界
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
と
い
わ
れ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
賞
」
の
ト
ッ
プ
10
に
選
出
さ
れ

た
高
橋
一
也
先
生
は
、「
知
識
偏
重
の

勉
強
で
は
な
く
、
自
ら
学
ぶ
力
、
考
え

る
力
、
問
題
解
決
力
を
育
て
る
こ
と
が

大
事
。
そ
し
て
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
、

社
会
に
役
立
つ
志
が
大
事
」
と
の
提
言

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

志
を
持
っ
た
有
能
な
若
者
が
育
つ
こ

と
、
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
呼
応

し
た
求
心
力
と
愛
着
の
高
ま
り
を
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
財
政
基
盤

の
弱
い
湯
沢
市
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
国
内
で
は
熊
本
地
震
や
台
風

十
号
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し

た
が
、
幸
い
湯
沢
市
で
は
豪
雪
や
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
農
作
物
等
の
作
況
も
ほ
ぼ
平
年

並
み
と
な
り
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

年
頭
に
あ
た
り
本
年
も
穏
や
か
な
一
年

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
湯
沢
市
は
平
成
二
十
七
年
度
に

策
定
し
た
「
湯
沢
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
着
実
な
実
施

　

一
月
睦
月
、
今
年
は
酉
年
、
市
民
の

皆
さ
ま
も
心
新
た
に
新
年
を
迎
え
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
雪
も
少
な
く
、

穏
や
か
な
年
で
あ
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

昨
年
秋
に
は
、
平
成
十
九
年
以
来
と

な
る
「
秋
田
県
種
苗
交
換
会
」
に
対
し

約
七
十
五
万
人
が
、
市
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
に
定
着
し
た
「
全
国
ま
る
ご
と
う
ど

ん
エ
キ
ス
ポ
」
に
対
し
て
は
約
十
二
万

人
が
訪
れ
、
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
が
平
成
十
五
年
よ
り
百
二

十
八
億
円
の
事
業
費
を
か
け
て
整
備
し

て
き
た
国
道
13
号
院
内
道
路
が
開
通
す

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
と
し
て

も
、
急
激
な
人
口
減
少
を
予
測
し
た
日

本
創
成
会
議
の
推
計
値
よ
り
、
い
く
ら

か
で
も
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
す
る
た

め
に
、
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
、
若
者
が

安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・
育
児
が
で
き

る
こ
と
、
そ
し
て
新
し
い
人
の
流
れ
を

つ
く
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

計
画
の
策
定
後
、
い
ち
早
く
国
の
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
や
推
進
交
付
金
、

さ
ら
に
は
国
の
平
成
二
十
八
年
度
第
二

次
補
正
な
ど
を
取
り
入
れ
、
利
用
で
き

る
制
度
を
最
大
限
活
用
し
こ
の
計
画
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
湯
沢
市
が

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
頻
度
が

増
え
た
な
と
感
じ
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ま
も
多
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
時
代
の
潮
流
と
と

も
に
斬
新
な
発
想
を
必
要
と
し
て
お
り
、

旧
来
の
ま
ま
で
は
未
来
を
切
り
拓
い
て

い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
議

員
に
も
、
新
た
な
時
代
感
覚
と
崇
高
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
決
し
て
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
ツ
ケ
を
残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
私
た
ち
の
責
任
と
し
て
そ
の
役
割

を
し
っ
か
り
と
担
い
、
市
民
一
人
一
人

が
誇
り
高
く
「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
こ
れ
か
ら
も
全
力
を
傾
注
し
て
い
き

ま
す
。

　

地
域
で
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

訪
ね
る
と
、
手
づ
く
り
の
地
域
の
力
を

感
じ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
実

践
の
積
み
重
ね
が
、
ま
さ
に
真
の
地
方

創
生
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
員
も
市
政
の
事
務
事
業
に
精
通
す

る
た
め
に
各
自
研
さ
ん
を
続
け
て
お
り
、

地
域
と
行
政
と
の
懸
け
橋
と
し
て
そ
の

役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
従
来
よ
り
も

更
に
一
歩
前
に
進
ん
で
議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
も
力
強
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

一
月

皆
さ
ま

る
こ
と

穏
や
か

り
で
す

昨
年

な
る

約
七
十

ト
に
定

ん
エ
キ

人
が
訪

ま
し
た

ま
た

十
八
億

て
き
た

新
年

い
ま
す

市
民

輝
か
し

慶
び
申

昨
年

十
号
に

た
が
、

な
ど

な
く
、

並
み
と

年
頭
に

で
あ今

、

策
定
し

ご
と
創

市民の理解と協力を得て
前向きなチャレンジを

新たな時代感覚と崇高な
ビジョンを持って

ま
す

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
の
前
向
き
な
チ
ャ
レ

で
あ

ま
す
。

市
議
会
議
長
　
伊  

藤  

陽  

悦

市
　
長
　
齊  

藤  

光  

喜

市
議
会
議
長

市

長



　

音
楽
の
ま
ち
〝
ゆ
ざ
わ
〞
新
春
第
1
弾

は
、
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
員
に
よ
る
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

1
月
8
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー

◯
出　

演　

市
内
中
学
生

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

子
ど
も
た
ち
が
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
理

科
研
究
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

1
月
5
日
㈭
〜
13
日
㈮
／
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

湯
沢
市
在
住
で
小
学
校
長
を
歴
任
し
、

県
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て
優
れ
た
木
版

画
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
る
髙
橋
功
さ

ん
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◯
会　

期　

2
月
12
日
㈰
ま
で
（
1
月
4

日
ま
で
休
館
）

◯
時　

間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時  

（
2
月
11
日
は
午
後
8
時
ま
で
、
12
日

は
午
後
6
時
ま
で
開
館
）

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
郡
会
議
事
堂
記
念
館

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
教
育
文
化

班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

1
月
12
日
㈭
／
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

23
◯
相
談
料　

無
料

◯
定　

員　

4
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策

課
保
健
推
進
班
（
☎
56
8
0
2
0
）
へ

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

1
月
18
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第

1
集
会
室

◯
演　

題　
「
特
殊
詐
欺
被
害
を
防
止
す

る
た
め
に
」

◯
講　

師　

伊い

藤と
う

弥わ
た
る

さ
ん
（
湯
沢
警
察
署

生
活
安
全
課
係
長
）

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

認
知
症
の
人
や
認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
家
族
が
、
懇
談
を
通
し
て
お
互
い

の
悩
み
を
話
し
、
理
解
し
合
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

1
月
20
日
㈮
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室

33
・
34

◯
講　

話　
「
在
宅
で
の
看
取
り
に
つい
て
」

◯
講　

師　

柴し
ば

田た

壽ひ
さ

子こ

さ
ん
（
厚
生
連
雄

勝
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

1
月
16
日

㈪
ま
で
、
長
寿
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
78
2
3
1
1
）
へ

　

毎
年
、
雪
に
よ
る
事
故
で
多
く
の
死
傷

者
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
屋
根

の
雪
下
ろ
し
中
に
事
故
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
除
排
雪

な
ど
の
安
全
な
作
業
方
法
に
つ
い
て
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◯
と　

き　

1
月
23
日
㈪
午
後
1
時
30
分

〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
雄
勝
地

域
振
興
局
地
域

　

企
画
課
（
☎
73

 

8
1
9
1
）
へ

市
役
所
de
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

湯
沢
市
児
童
生
徒

理
科
研
究
作
品
展

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2017.01.01
5

2017.01.01
4

髙た
か

橋は
し

功い
さ
お

木
版
画
展

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

〜
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

さ
さ
え
愛
懇
談
会

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

「
屋
根
の
雪
下
ろ
し

事
故
防
止
講
習
会
」

参
加
者
募
集
!

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
除
排
雪
作
業
で

の
事
故
を
防
ぐ
安
全
対
策
を
、
楽
し
く
考

え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◯
と　

き　

1
月
16
日
㈪
午
後
1
時
30
分

〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

横
手
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

◯
参
加
費　

無
料

◯
定　

員　

100
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
地
域
活

力
創
造
課
（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
1

 

2
3
8
）
へ

【
規き

矩く

術
講
習
】

•
と　

き　

2
月
9
日
㈭
、
10
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

•
定　

員　

10
人

【
木
造
建
築
物
の
組
立
て
等

作
業
主
任
者
技
能
講
習
】

•
と　

き　

2
月
23
日
㈭
、
24
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

•
定　

員　

10
人
（
1
月
末
締
め
切
り
）

◯
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

◯
対　

象　

現
在
勤
め
て
い
る
人

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技

術
専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎

0
1
8
7
62
6
3
2
1
）
へ

　

農
業
用
機
械
に
使
用
す
る
軽
油
の
免
税

証
交
付
申
請
の
集
合
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
必
要
書
類

を
準
備
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

1
月
31
日
㈫
／
①
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
②
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
地
域
振
興
局
3
階
大
会

議
室

◯
問
い
合
わ
せ　

県
総
合
県
税
事
務
所
課

　

税
第
二
課
（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
3

 

3
4
1
）
ま
た
は
同
雄
勝
支
所
（
☎
73

3
1
8
1
）
へ

　

横
手
法
務
局
証
明
セ
ン
タ
ー
（
横
手
市

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ま
く
ら
館
内
の
法

務
局
窓
口
）で
は
、不
動
産
、会
社
・
法
人
の

登
記
事
項
証
明
書
お
よ
び
会
社
・
法
人
の

印
鑑
証
明
書
な
ど
の
交
付
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
が
、
一
月
十
八
日
㈬
か
ら
地
図
お

よ
び
測
量
図
・
建
物
図
面
な
ど
の
各
種
図

面
の
証
明
書
も
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
地
方
法
務
局
大
曲

支
局
（
☎
0
1
8
7
63
2
1
0
0
）
へ

　

不
動
産
を
相
続
し
た
場
合
、
所
有
者
の

名
義
を
変
え
る
に
は
、
登
記
の
申
請
が
必

要
で
す
。
相
続
登
記
を
し
な
い
ま
ま
第
2

次
、
第
3
次
の
相
続
が
発
生
す
る
と
相
続

人
が
多
数
と
な
り
、
相
続
の
手
続
き
が
複

雑
に
な
り
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

早
め
に
相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
地
方
法
務
局
大
曲

支
局
（
☎
0
1
8
7
63
2
1
0
0
）
へ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
第

一
学
期
（
四
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
、
教
育
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

◯
出
願
期
限　

3
月
20
日
㈪

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
左
記
ま
で
請
求
く
だ
さ
い
。
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

◯
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学

秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
1
8
―

8
3
1
―
1
9
9
7
）
へ

　

救
急
隊
の
日
頃
の
訓
練
を
実
際
の
救
急

出
動
に
見
立
て
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
形

式
で
一
般
公
開
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気

軽
に
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

1
月
14
日
㈯
午
後
2
時
30
分

〜
4
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢

　

雄
勝
広
域
消
防
署
救

　

急
救
助
課
（
☎
73
3

 

1
8
6
）

軽
油
引
取
税

免
税
証（
農
業
用
）の

交
付
申
請
に
つ
い
て

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

相
続
登
記

放
送
大
学
４
月
生
募
集

「
雪
の
事
故
防
止
を

　
　

考
え
る
会
」

参
加
者
募
集
!

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

秋
田
地
方
法
務
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

救
急
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ



　

共
生
社
会
の
実
現
と
障
害
者
の
就
労
支

援
を
考
え
ま
す
。

◯
と　

き　

1
月
27
日
㈮
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
演　

題　
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
障

害
者
の
就
労
」
〜
障
害
者
差
別
解
消
法

へ
の
期
待
〜

◯
講　

師　

藤ふ
じ

井い

慶よ
し

博ひ
ろ

さ
ん
（
秋
田
大
学

准
教
授
）

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

　

障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所
、
特
別
支
援

学
校
な
ど
か
ら
五
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
招

き
、
障
害
者
雇
用
の
現
状
と
課
題
な
ら
び

に
新
た
な
展
開
へ
の
提
言
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

◯
参
加
料　

無
料

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

1
月
13
日

㈮
ま
で
、
ぱ
あ
と
な
あ
後
藤
（
☎
55
8

 

6
5
0
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◯
と　

き　

1
月
22
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

午

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

広
域
消
防
署
救
急
班（
☎
73
3
1
5
1
）

へ
◯
と　

き　

1
月
15
日
㈰
午
前
9
時
30
分

　

開
会
式

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

▽
3
時
間
立
切
り
試
合
基
立
選
手

・
石い
し

川か
わ　

朗あ
き
ら

五
段
（
湯
沢
市
）

・
草く
さ

薙な
ぎ

大だ
い

心し
ん

五
段
（
秋
田
市
）

・
多た

田だ　

浩ひ
ろ
し

六
段
（
花
巻
市
）

・
新に

い

妻つ
ま　

優ま
さ
る

五
段
（
福
島
市
）

▽
女
子
2
時
間
立
切
り
試
合
基
立
選
手

・
畠は
た
け

山や
ま

樹じ
ゅ

里り

四
段
（
五
城
目
町
）

・
安あ
ん

斎ざ
い

美み

香か

子こ

五
段
（
福
島
市
）

◯
問
い
合
わ
せ　

大
会
実
行
委
員
会
委
員

長
渡
部
（
☎
73
6
1
4
5
）
へ

　

多
重
債
務
、
雇
用
問
題
、
生
活
再
建
、

ロ
ー
ン
な
ど
、
暮
ら
し
全
般
の
相
談
を
無

料
で
お
受
け
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◯
と　

き　

1
月
14
日
㈯
午
後
1
時
〜
4

時
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
な
ま

は
げ
の
会
（
☎
0
1
8
―
8
6
2
―
2

 

2
5
3
）
ま
た
は
小
玉
（
☎
0
9
0
―

3
6
4
2
―
7
5
5
7
）
へ

◯
と　

き　

1
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
市
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

◯
対　

象　

現
在
無
業
で
、
働
く
意
思
の

あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
南

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
こ
て

（
☎
0
1
8
2
㉓
5
1
0
1
）
へ

応
急
手
当
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

秋
田
な
ま
は
げ
の
会

「
出
張
く
ら
し
の
相
談
会
」

39
歳
ま
で
の
か
た
の

就
職
相
談
支
援

（
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
）

障
害
者
就
労
支
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
!

第
38
回
3
時
間
立
切
試
合
／

第
18
回
女
子
2
時
間立

切
試
合

さん
いち かわ まこと

市　川　　　誠皆瀬小学校6年

トピックスTOPICS

　11月19日に仙台市で開かれた東北地区大会に出
場し、20人の中から見事最優秀賞に輝き、12月10
日に都内で開催された全国大会では、努力賞を受
賞しました。
　異なる麺の食感を楽しめるように、餃子の皮を
細く切って麺と混ぜ、粉末の味噌スープと豆板醬
を混ぜ辛めの味付けにし、地熱を活用して地元で
栽培した三つ葉、トマトなどをトッピングし彩り
を添えた 「坦々風二麺ラーメン」 を作りました。

インスタントラーメン小学生レシピコンクール
最優秀賞（東北大会）
努 力 賞（全国大会）受賞!

月イチトーク特設サイト

☆第9回副市長☆月イチトーク
　今回のゲストは、秋田ノーザンハピネッツ社長
の水野勇気さんと、湯沢青年会議所直前理事長の
住谷達さんです。
　秋田にプロバスケットボールチームを誕生させ
たいという同じ志を抱き、夢を実現したお二人に、
湯沢でしか語れない⁉ハピネッツ誕生秘話をお話
しいただきます。
○と　き　1月14日㈯ 午後6時～7時
○ところ　市役所本庁舎市民ロビー
○テーマ　ハピネッツ誕生秘話
　　　　　～本気で動けば変わる～

○問い合わせ　ひびく・つながる創造課戦略広報班
　（☎55-8249）へ

抽選で5人に、ハピネッツ
観戦ペアチケットが当たり
ます!

すみたにとおる

みず の ゆう き

○と　き　1月14日㈯ 午後0時30分開始
○会　場　湯沢北中学校体育館
　　　　　湯沢東小学校体育館
○入場料　無料
○内　容　市内小中学生対象の公開クリニック、
　　　　　サイン会など
※実施内容は変更となる場合があります。

○問い合わせ
　生涯学習課スポーツ振興班（☎55-8286）へ

秋田ノーザンハピネッツ
地域交流イベント

秋田ノーザンハピネッツ
地域交流イベント

秋田ノーザンハピネッツ
地域交流イベント

秋田ノーザンハピネッツ
地域交流イベント

スポーツを通じて湯沢を元気に!

　湯沢西小学校児童の通学の安全を確保するため、
1月12日㈭から朝の通学時間帯に市道西松沢線の
国道方面からの進入ができなくなります。
　この道路は、幅が狭く通勤通学の時間帯に大変
危険な状況が続いていました。子どもたちの安全
を確保するため、皆さんの協力をお願いします。
　また、この区域は 「ゾーン30」 です。最高速度
を30キロとしていますので、速度を守って通行し
てください。
　1月16日㈪から三学期が始まります。譲り合い
の気持ちで、子どもたちを交通事故から守りま
しょう。

○時　期　1月12日㈭から
○時　間　午前7時～8時30分
○場　所　国道13号線千石町二丁目交差点～木山
方踏切方面

○問い合わせ　湯沢警察署交通課（☎73-2127）へ

交 通 規 制 の お 知らせ交 通 規 制 の お 知らせ交 通 規 制 の お 知らせ

至 湯沢西小学校

至 湯沢高校

●油谷写真館

規制時刻
午前7時～8時30分ガソリンスタンド●

湯沢西小グラウンド

国道13号線 千石町二丁目交差点

木山方踏切

2017.01.01
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　平成29年度から10年間を計画期間とする 「第2次湯沢市総合振興計画」 の策定を進めています。
市が進んでいく方向を示した全体の指針となる計画です。多くの皆さんのご意見をお寄せください。

１．資料の閲覧および意見の募集期間
　平成29年1月18日㈬まで
２．資料の閲覧方法
　⑴ 市役所本庁舎3階企画課、1階市民ロビーおよび各総合支所
　⑵ 市ホームページ
３．意見の提出方法
　所定の用紙に必要事項を記入し、次のいずれかにより提出してください
　⑴ 持参して提出する場合
　　 市役所本庁舎3階企画課まで
　⑵ 郵送で提出する場合
　　 〒012-8501　湯沢市佐竹町1番1号　企画課企画政策班　宛て
　⑶ 電子メールで提出する場合
　　 メールアドレス　kikaku@city.yuzawa.lg.jp
　※件名欄に 「湯沢市総合振興計画（案）に対する意見」 とご記入ください。
　⑷ ファクスで提出する場合
　　 ファクス番号　73-2117
４．提出いただいたご意見の取り扱い
　皆さんから寄せられた意見に対する市の考え方については、後日市のホームページで公表します

○問い合わせ　企画課企画政策班（☎73-2113）へ

2017.01.01
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　企業・事業者向けにクラウドソーシングの活用を促進するため、クラウドソーシング活用セミナーおよびク

ラウドソーシングでの業務発注体験の参加企業を大募集します。クラウドソーシングを上手に利用することに

より、「コスト削減」、「業務効率化」、「マーケティング強化」 などの事業力アップにつながります。

【業務発注体験】

　クラウドソーシングを活用して、会社のチラシやロゴ、名刺デザイン、ホームページ制作などの発注体験を

します。その発注費用に1社あたり最大10万円まで助成します。

※詳細はＷＥＢサイトをご覧ください。

【セミナー】

　「クラウドソーシングとは何かわからない」、「具体的な活用方法がわからない」 といった企業の皆さんへ、

効果的な活用方法や事例を交え、分かりやすく解説します。

○と　き　1月12日㈭、2月2日㈭、／午後2時～4時

○ところ　市役所本庁舎2階会議室21・22

※2回とも内容は同じです。

○申し込み　電話またはＷＥＢサイト（http://yuzawa-cs.com）で申し込みください

○問い合わせ　在宅ワーク推進センター（株式会社パソナテック内☎050-8882-5622）へ

『クラウドソーシング活用セミナー』
～ 参 加 企 業 大 募 集 ～

『クラウドソーシング活用セミナー』
～ 参 加 企 業 大 募 集 ～

湯沢市総合振興計画（案）に対する意見を募集!

【犬っこまつり】
と　き　2月11日㈯、12日㈰
ところ　主会場（市役所周辺）、まちなか会場（大丈跡地）および駅前会場（湯沢駅周辺）
問い合わせ　犬っこまつり実行委員会
　　　　　　　（一般社団法人湯沢市観光物産協会内☎73-0415）へ

【第35回雄勝の雪まつり】
と　き　2月11日㈯
ところ　小町の郷公園
問い合わせ　湯沢市雄勝観光協会（☎52-2200）へ

【しがっこまつり】
と　き　2月2日㈭～4日㈯（2日、3日はライトアップのみ）
ところ　小安峡 河原湯橋周辺
問い合わせ　一般社団法人湯沢市観光物産協会皆瀬事務所（☎47-5080）へ

【秋の宮温泉郷　第19回かだる雪まつり】
と　き　2月4日㈯
ところ　旧秋ノ宮スキー場
問い合わせ　かだる雪まつり実行委員会（秋の宮山荘内☎56-2400）へ

2017  湯沢の冬まつり2017  湯沢の冬まつり2017  湯沢の冬まつり

139,000

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

11月分

合　　　計 20

2 25,000弔 慰 金 等

1 5,000協　賛　金

10,0001祝金及び寸志

0 0見　舞　金

香典、生花代

1 3,000接　　　遇

第40回秋田県菊花展示大会への協賛

平成28年度第2回水曜会昼食会

15 96,000会　　　費

交際費報告

秋田エプソン株式会社設立30周年祝
賀会への御祝金

秋田県知事と市町村長との行政懇談会
ほか

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。
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市長日誌（11月）
1日（火） 第60回秋田県農業委員大会、湯沢商工会議所臨時議員総

会懇親会

23日（水） 湯沢市・新潟県湯沢町共同発信事業に係る交流懇親会
（東京都）

24日（木） 「ＮＩＰＰＯＮの湯沢」プロモーション事業（東京都）、
雄物川上流四堰改修促進協議会要望会（同）

25日（金） 定例記者会見、湯沢市流雪溝利用組合連合会通常総会、
第1回湯沢市都市計画審議会、秋田県異業種交流倶楽
部会員交流会

26日（土） 雄物川クリーンアップ協議会20周年・秋田県知事表彰
報告会

28日（月） 市議会12月定例会本会議
29日（火） 湯沢雄勝広域市町村圏組合議会11月臨時会、百歳長寿

祝い
30日（水） 市議会12月定例会本会議

2日（水） 秋田県土地改良事業推進大会
3日（木） 第57回農村における健康を考える集い、物故者追悼会、

ＪＡ秋田中央会理事会・懇談会
4日（金） 第35回秋田県産米品評会褒賞授与式、褒章授与式・閉会

式
5日（土） 国道13号院内道路開通式典、同記念祝賀会
6日（日） 湯沢雄勝ＳＨＯＷ防フェスティバル2016、株式会社わらび

座ミュージカル新 「リキノスケ走る!」 初日公演（秋田市）
8日（火） 東北中央自動車道建設促進同盟会要望会（東京都）
9日（水） 安全・安心の道づくりを求める全国大会、同要望会（東

京都）
10日（木） 全員協議会
11日（金） コーポレートフェロー任命式・記者発表会、日本ジオパー

ク再認定審査、同記者会見、現業評議会第13回定期大会
12日（土） ＯＴＡふれあいフェスタ2016（東京都）
13日（日） 首都圏ふるさと山田会（東京都）
14日（月） 湯沢市職員採用二次試験
15日（火） 雄物川上流四堰改修促進協議会要望会、市議会臨時会、

同全員協議会
16日（水） 万石橋の修繕工事に関する要望会（東京都）
17日（木） 雄物川上流四堰改修促進協議会要望会（宮城県仙台市）、

秋田エプソン株式会社新工場竣工式、秋田エプソン株式
会社設立30周年記念祝賀会

18日（金） 平成28年度第2回水曜会、湯沢市除雪事業安全祈願祭・
出動式

21日（月） 湯沢雄勝広域市町村圏組合管理者会、第2回秋田県・市
町村協働政策会議総会（秋田市）、秋田県知事と市町村
長との行政懇談会（同）

22日（火） 第3回湯沢市チャレンジデー実行委員会、湯沢商工会議
所会員大会・講演会・懇親会



ホット
スマイル

自分の生まれ育った地域の役に立ちたい
「市内の消防署で女性消防士として働いている」

柴田　華さん
Ha n a　s h i b a t aフレッシュな若者が登場するコーナーです Vol.81

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q
現
在
は
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
で
一
一
九
番
通
報
を
受

信
し
、
出
動
指
令
を
か
け
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
小
学
、
中
学
、
高
校
と
ス
キ
ー
を
や
っ
て
き
ま
し

た
が
、
家
族
や
地
元
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
世
話

に
な
り
、
そ
し
て
応
援
し
て
も
ら
い
競
技
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
生
の
時
、
消
防
署

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
、

こ
の
救
助
に
関
わ
る
仕
事
で
自
分
も
地
元
に
恩
返

し
が
し
た
い
と
思
い
、
こ
の
職
場
を
選
び
ま
し
た
。

A
こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
一
一
九
番
を
受
信
し
瞬
時
に
判
断
し
て
出
動
指
令
を

か
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
電
話
相
手
に
合
わ

せ
た
会
話
を
心
が
け
、
話
の
内
容
を
聞
き
出
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
先
輩
か
ら
「
細
部
ま
で
聞
き
取
り

し
て
く
れ
て
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
時
は
う
れ
し

い
で
す
。

A
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いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信一緒に考えてほしい
大切な“いのち”
守るためにできること

第1７回　
メンタルヘルスと睡眠
第1７回　
メンタルヘルスと睡眠

　
不
眠
は
、こ
こ
ろ
の
病
気
で
あ
る「
う
つ
病
」

の
代
表
的
な
症
状
で
あ
る
と
同
時
に
、長
期
に

わ
た
る
不
眠
が「
う
つ
病
」の
原
因
に
な
る
こ

と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス(

こ
こ
ろ
の
健
康)

」と
深
い
関
係
が
あ
り
ま

す
。今
回
は
、最
も
身
近
で「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

(

こ
こ
ろ
の
健
康)

」と
関
係
の
深
い「
睡
眠
」に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

【「
眠
り
」に
つ
い
て
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り

ま
せ
ん
か
】

□
な
か
な
か
寝
付
け
な
い

□
早
朝
に
目
が
覚
め
て
し
ま
い
、そ
の
ま
ま
眠

　
れ
な
い

□
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め
て
、寝
付
け
な
い

□一晩
眠
っ
て
も
、疲
労
が
回
復
し
な
い

　
こ
の
よ
う
な
症
状
が
二
週
間
以
上
続
い
て

い
る
場
合
、こ
こ
ろ
の
病
気
を
疑
っ
て
み
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。医
師
な
ど
専
門
家
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

【
快
適
な
睡
眠
の
た
め
に~

睡
眠
十
二
カ
条
〜
】

　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

□
良
い
睡
眠
で
体
も
心
も
健
康
に

□
適
度
な
運
動
、し
っ
か
り
朝
食
、眠
り
と
目

　
覚
め
の
メ
リ
ハ
リ

□
良
い
睡
眠
は
生
活
習
慣
予
防
に
つ
な
が
り

　
ま
す

□
睡
眠
に
よ
る
休
養
感
は
、心
の
健
康
に
重
要

　
で
す

□
年
齢
や
季
節
に
応
じ
て
、昼
間
の
眠
気
で
困

　
ら
な
い
程
度
の
睡
眠
を

□
良
い
睡
眠
の
た
め
に
は
、環
境
づ
く
り
も
重
要

□
若
い
世
代
は
夜
更
か
し
を
避
け
て
、体
内
時

　
計
の
リ
ズ
ム
を
保
つ

□
勤
労
世
代
の
疲
労
回
復
・
能
率
ア
ッ
プ
に
、

　
毎
日
十
分
な
睡
眠
を

□
熟
年
世
代
は
朝
晩
の
メ
リ
ハ
リ
、昼
間
に
適

　
度
な
運
動
で
良
い
睡
眠

□
眠
く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に
入
り
、起
き
る
時

　
間
は
遅
ら
せ
な
い

□
い
つ
も
と
違
う
睡
眠
に
は
注
意

□
眠
れ
な
い
、そ
の
苦
し
み
を
抱
え
ず
に
専
門

　
家
に
相
談
を

　
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、快
適
な
睡
眠
を
確

保
し
、毎
日
で
き
る「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

(

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り)

」
を
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

○
1
月
11
日
（
水
）
雄
勝
文
化
会
館

○
　
　
18
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
2
月
1
日
（
水
）
稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
　
　
14
日
（
火
）
湯
沢
市
役
所
皆
瀬
庁
舎

○
　
　
15
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
と
き
は
湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

ほっと
　サロン

は
、
気
持
ち
を
話
し
た
い
時
に
話

せ
る
場
で
す
。

ゆ
っ
く
り
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。

▽
次
回
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
お
酒
」
を
お
届

　
け
し
ま
す
。

職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
職
場
の
先
輩
は
皆
さ
ん
丁
寧
か
つ
厳
し
く
指
導
し
て

く
れ
ま
す
し
、
何
で
も
言
い
合
え
る
風
通
し
の
良
い

職
場
で
す
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
冬
は
も
ち
ろ
ん
ス
キ
ー
を
し
ま
す
し
、
体
力
維
持
の

た
め
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
登
山
も
し
ま
す
。
山
頂
で
景

色
を
見
な
が
ら
食
べ
る
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
が
楽
し
み

で
、
何
よ
り
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
す
。

A
今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
私
た
ち
は
チ
ー
ム
（
隊
）
で
活
動
を
す
る
の
で
、
訓

練
を
通
し
連
携
を
図
り
、
女
性
消
防
士
と
し
て
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
た
め
に
お
役
に
立
て
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

～

◎ゆざわジオパークの冬のイベント予告
　ゆざわジオパークでは、冬もさまざまなイベントを行います。
　1月19日㈭に『雪国ジオパークフォーラム』があります。このフォーラムは、ジオサイトが雪に閉ざされる季節に、
雪国同士で冬の交流人口の拡大の方法を考えようというもので、平成27年度に湯沢市で初めて行われました。28年度は、
他のジオパークより講師をお招きし、冬の雪国の広報の方法や野外プログラムにおけるリスクマネジメントの方法など
について講演していただきます。参加費は無料ですので、ぜひとも
会場へ足をお運びください。
　その他にも、3月12日㈰に28年度最後の日帰りバスツアー「白銀
の森への招待状」を開催します。この企画では、午前9時に市役所
本庁舎をバスで出発し、皆瀬地域のとことん山キャンプ場でスノー
トレッキングや、木々を用いたクラフトなどを行う予定です。定員
20人、参加費は2,000円です。申し込みは、2月24日㈮まで羽後交
通観光湯沢営業所（☎73－1151）へ。
　寒い冬に負けず、皆さんで楽しみましょう。
（中三川　洸太）

◎漆と仲良くなれた！？
　漆と聞くと皆さんは何を想像しますか？
　大体は“漆器”もしくは“かぶれる”ではないでしょうか。
　私も完成された漆器は湯沢市に来る前から触ったことはありましたが、漆自体を触ったのは、こちらに来てから初め
てでした。
　初めて漆を扱う時に、弱い人は直接体に付かなくてもかぶれると脅されましたが、その時は何事もなく、漆に強い体
質だなと思っていました・・・
　ある日、手首にポツンと漆が付いたのですが、この程度大丈夫だろうと、布で拭いて済ましました。翌日、目を覚ま
すと、漆が付いていた部分に水膨れが。それでも、ゴマ粒程度のもので、「大丈夫だな」と思っていたら、その翌日に
は少し広がり、左手首から左腕全体に。さらに翌日には右腕へと広がってしまったのです。さすがに、これは危ないと
思い病院へ。「漆をなめてるからだ」と怒られました。
　漆かぶれが発生するのは、アレルギーと一緒で、漆の成分を体が拒絶するからなのですが、最近は漆が付いてもあま
りひどくかぶれなくなり、少しは漆と仲良くなれたかなと思っています。
（鈴木　昭博）
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懐かしい未来へ！

地方創生通信 魅力ある観光や特産品をＰＲ魅力ある観光や特産品をＰＲ
　市では、当市への観光誘客や特産品の知名度アップを図るため、首都圏や仙台などを中心に全国各地で観光PR活動
を行っています。

●問い合わせ　観光・ジオパーク推進課観光物産班　☎55-8180

他自治体と連携した観光物産ＰＲ他自治体と連携した観光物産ＰＲ

　平成27年度に続き、東京都庁で「秋田県湯沢市観光物産フェア」を実施しました。イベントでは、稲庭うどんや日
本酒、川連漆器、漬物の販売のほか、川連こけしの販売と絵付け体験を行いました。また、観光パンフレットの配布、
当市ふるさと納税の周知、湯沢市観光ＰＲキャラクター「こまちちゃん」による宣伝を行いました。

　「秋田県湯沢市」と「新潟県湯沢町」による同名自治体共同プロモーションを行いました。平成28年度は、秋田県
と新潟県の両自治体で開催されたイベントでのプロモーションを経て、11月に東京都日本橋で両首長自らが、それぞ
れの自治体の特産品などをいかに理解しているか、首長としての郷土愛チェックを実施することで、「湯沢」をＰＲ
しました。
　29年度以降も、継続して共同プロモーションを実施する予定です。

【新潟県湯沢町との共同プロモーション】

　当市では、羽後町、東成瀬村、横手市と連携し、宮城県仙台市で「湯沢雄勝広域観光キャンペーン」を開催してい
ます。会場では、イベントやジオパークのＰＲのほか、物産販売、足湯による温泉地の紹介も行いました。
　平成29年度は第20回の節目の開催となり、新しい取り組みも予定してします。

都心で観光物産ＰＲ都心で観光物産ＰＲ

▲両首長による郷土愛チェック▲新潟県湯沢町でのPR▲七夕絵どうろうまつりでのPR

▲ゆざわジオパークを紹介▲物産販売の様子▲絵どうろうの前で小町娘がＰＲ

▲こけし絵付け体験を楽しむ親子連れ▲外国人観光客もこまちちゃんと撮影▲たくさんの人が訪れた物産販売

【県南自治体と広域連携】

みんなで目指そう、世界ジオパーク！

ゆざわジオパーク
再認定決定！

　ゆざわジオパークは、今年が4年に一度の再認定審査の年に
あたり、現況報告書の提出および現地審査が行われました。そ
の結果を基に12月9日に開催された日本ジオパーク委員会にお
いて、ゆざわジオパークを日本ジオパークとして再認定するこ
とが承認されました。
　講評では、特に地域学習などの教育的活動や市民のジオパー
クへの参加活動などが高く評価されました。11月に行われた現
地審査をはじめ、これまで活動を継続できたのは、ご協力いた
だいた皆さまのおかげです。これからも皆さまと一緒によりよ
い活動ができるよう頑張ります。（湯沢市ジオパーク推進協議会） ▲再認定の報告を受ける齊藤光喜協議会会長（湯沢市長）

申し込み不要！
参加無料！

○と　き　1月18日㈬午前10時～正午（開場　午前9時30分）

第4回ゆざわジオパーク学習発表交流会

＆
雪国ジオパークフォーラム2017

開催！
　小学生と高校生が、ゆざわジオパークについて調べたことを発表する「ゆざ
わジオパーク学習発表交流会」および雪国にあるジオパークの積雪期の交流人
口を拡大させることを目的とした「雪国ジオパークフォーラム2017」を開催し
ます。お誘い合わせの上、ぜひお越しください。

○会　場　湯沢ロイヤルホテル

▼ゆざわジオパーク学習発表交流会

▼雪国ジオパークフォーラム2017
○と　き　1月19日㈭午前9時~11時

午前8時30分　受け付け開始
午前9時　　　「冬のジオツアー企画・広報の方法」
　　　　　　　・講師　NPO法人かんなべ自然学校
　　　　　　　　　　　代表　前田敦司 さん
　　　　　　　　　　　（山陰海岸ジオパーク）
午前10時　　　「冬のジオツーリズムにおけるリスク
　　　　　　　マネジメント」
　　　　　　　・講師　株式会社洞爺ガイドセンター
　　　　　　　　　　　代表　小川裕司 さん
　　　　　　　　　　　（洞爺湖有珠山ジオパーク）

参加無料！
申し込み不要！

前
田
敦
司
さ
ん

小
川
裕
司
さ
ん　お がわゆう　じ

まえ　だ あつ　し

第

雪 ラム2017

ざ
人
し

参加無料参 料

★★山陰海岸
ジオパーク
山陰海岸
ジオパーク

洞爺湖有珠山
ジオパーク



Ｊ．Ｋ．ローリング、　　　　　
ジョン・ティファニー　　　
＆ジャック・ソーン／著

湯

雄
湯

雄

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

にっぽんのおかず

スポーツ日本地図 １球技

カレー男がやってきた!たべもののおはなし

フランダースの犬（10歳までに読みたい世界名作）

十二支のおもちつき

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

皆
皆

富谷　玲子／著

ハリー・ポッターと呪いの子
第一部・第二部富谷玲子民話集

雪國文学会／編

ローランド・レイゼンビー

國重　惇史

梶山　三郎

湯

稲
雄

皆

新着図書案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・

児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

1月の特集・イベント1月の特集・イベント1月の特集・イベント

月1
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雪國 81号

マイケル・ジョーダン 　父さん。僕の人生をどう思う？

住友銀行秘史

トヨトミの野望　小説・巨大自動車企業 皆

湯 雄

白央　篤司

こどもくらぶ

赤羽じゅんこ

ウ ィ ー ダ

すとう　あさえ

と　き：1月7日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館　児童コーナー

稲
と　き：1月21日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

おはなしの会「ひまわり」による読み聞かせおはなしの会「ひまわり」による読み聞かせ

　シリーズ８番目の作品で、前作
の戦いから19年が経ち、父親とな
ったハリーが２人目の子どもをホ
グワーツ魔法学校へ送り出す物語
です。ハリー一家の伝説により過
去と現実が不吉に絡み合い、親子
で痛い真実を知ることになります。

院内銀山異人館では、種痘接種届や引札（出入りした商店の広告)、養安日記原本の複写
等を展示しています

　三編ともよく知られている民話
で、そのうち二編は地元の方言で
語られています。そこには人のこ
ころの 「あったかさ」 やその時代
を生きた人々の 「たくましさ」 が
あり読み返すほどに、湯沢市出身
の著者が伝えていきたかったもの
がじんわりじんわりしみてきます。

みんなの森おはなし会
おはなし会

みんなの森おはなし会
おはなし会

☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を募集
　しています。おはなし会の見学も可能です。

一　般：「読者第１号募集中　2017」

児　童：「こころぽかぽか」
児　童　「心がぽかぽかする絵本」
一　般　「ミュージックスタート!」一　般：「読者第１号募集中　2017」

児　童：「こころぽかぽか」
児　童　「心がぽかぽかする絵本」
一　般　「ミュージックスタート!」

　院内銀山は1606年に発見されて以来、1954年に閉山するまで約350年間続いた我が国屈指の銀山で、最盛期には東洋一
の規模を誇りました。鉱山というと過酷な生活環境を想像してしまいますが、種痘など最先端医療の実施、内陸にも関
わらず夏でも生魚を食したり文明開化の象
徴といわれる牛肉を維新のはるか以前から
食べたりしていた豊かな食生活、多種多様
な文化交流など生き生きとした暮らしを営
んでいました。
　こうした当時の様子は、銀山のお抱え医
師「門屋養安」が書いた日記を通して知る
ことができます。
　(図書館所蔵は活字化された本。養安自
筆原本は県公文書館所蔵）

かど や よう あん

と　き：1月28日㈯　午前10時30分～
ところ：湯沢図書館児童室

～いつもと違う本との出会い～

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

　湯沢・稲川・小安温泉スキー場において日中（稲川はナイター含む）滑走
可能なシーズン券を販売しています。稲川スキー場のナイター限定利用の
シーズン券もあります。
○料　　金　一般20,570円　小・中学生、高校生10,280円
○販売場所　市内各スキー場
○購入に必要なもの　①申請書 (各スキー場に備えています)、②料金、
　　　　　　　　　　③顔写真２枚（縦4.5㎝×横3.5㎝／パスポートサイズ）
※湯沢市共通シーズン券は、秋田・岩手両県内の連携スキー場で提示すると
１日券が割り引きになります。なお、相互割引制度に加入していないスキー
場での割り引きは適用されません。

2017.01.01
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小安温泉スキー場 ☎47‒5241

湯沢スキー場 ☎72－1459

稲川スキー場 ☎42－4185

小安温泉スキー場 ☎47‒5241

湯沢市スキー場情報湯沢市スキー場情報

み うら けい き

○初級者～上級者向け（ペアリフト１基、ロープトウ１基）
○営業時間　午前9時～午後4時30分（定休日：なし）
※2・3月の平日は午後0時30分から4時30分まで営業。
○最終営業日　3月5日㈰
○利用券　共通１日券：一般2,100円　小・中学生1,300円
　　　　　半　日　券：一般1,400円　小・中学生 800円
○スキー講習　皆瀬スキースクール阿部（☎090-4637-6348）へ

湯沢スキー場 ☎72－1459
○初級者～中級者向け（アンヴァーリフト２基）
○営業時間　午前10時～午後4時（定休日：毎週水曜日）
○最終営業日　２月28日㈫
○利用券　１ 日 券：一般1,020円 　小・中学生、高校生510円
　　　　　４時間券：一般 610円　 小・中学生、高校生300円
　　　　　アンヴァーリフト11回券：300円
○スキー講習　湯沢スキースクール谷藤（☎090-8780-8832）へ

稲川スキー場 ☎42－4185
○初級者～中級者向け（ペアリフト１基、アンヴァーリフト１基）
○日中営業　午前9時～午後4時
　　　　　　（１・２月は毎日営業、３月は土・日曜日のみ営業）
○ナイター営業　午後5時30分～9時（火～土曜日に営業）
※ナイターは1月4日㈬から開始。
○最終営業日　3月16日㈭予定
○利用券　共通１日券：一般2,050円　小・中学生、高校生1,020円
　　　　　４ 時 間 券：一般1,330円　小・中学生、高校生 720円
　　　　　ナイター券：一般1,540円　小・中学生、高校生 820円
　　　　　午後＆ナイター券：一般2,050円
　　　　　　　　　　　　　　小・中学生、高校生1,020円
　　　　　ナイターシーズン券：一般13,370円
　　　　　　　　　　　　　　　小・中学生、高校生7,200円
○スキー講習　稲川スキースクール（☎080-2805-9104）へ

　誰でも気軽に楽しめるレクリエーショ
ンスポーツを通じて、心も体もリフレッ
シュしましょう。
○と　き　１月16日㈪、23日㈪、2月6日

㈪、20日㈪、３月6日㈪、13日㈪
(全6回)／午後1時30分～3時
30分

○ところ　総合体育館
○種　目　卓球・ビニールバレーボールなど
○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指導士）
○対　象　市内在住の18歳以上の人
　　　　　（高校生を除く）
○定　員　30人（先着順）
○参加料　全6回1,000円（保険料含む）
○申し込み　1月4日㈬から、参加料を添え

て総合体育館（☎72-6500）へ
○問い合わせ
　生涯学習課スポーツ振興班へ

ニュースポーツ体験教室
参加者募集

共通シーズン券
好評発売中！
共通シーズン券
好評発売中！
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▲インターバル速歩の実技指導を受ける受講者たち

10歳若返る歩行術
湯沢市介護予防講演会

水神社にえびす俵を奉納
初丑まつり

　12月9日、岩崎地区八幡神社境内にある水神社におい
て 「初丑まつり」 が開催されました。別名 「裸参り」 と
も呼ばれ、悲話 「能恵姫伝説」 にちなみ、竜神にさらわ
れた姫の霊を慰めようと、姫を祭っている同神社で毎年
行われています。
　当日は、鉢巻き、下帯、白足袋を着けた勇ましい姿の
男衆がえびす俵を担いで町内を練り歩き同神社にたどり
着くと、太鼓が鳴り響く中、激しいもみ合いを繰り返し
ながら、えびす俵を奉納していました。

▲社殿内でもみ合う男衆

　11月23日、湯沢市介護予防講演会が湯沢雄勝広域交流
センターで開催されました。
　信州大学大学院研究科スポーツ分野教授の能

の

勢
せ

博
ひろし

さん
と、健康推進コーディネーターの森

もり

川
かわ

真
ま

悠
ゆ

子
こ

さんを講師
に迎え、筋力や持久力を無理なく向上させる 「インター
バル速歩」 を考案した先生の講演と実技指導が行われま
した。
　「インターバル速歩」 とは、早歩きとゆっくり歩きを
数分間ずつ交互に繰り返す速歩のことで、中高年に適し
た運動として注目を集めており、多くの参加者が熱心に
受講していました。

力を合わせ除雪ヘルパー
除雪ボランティア隊結団式

　12月9日、湯沢市除雪ボランティア隊結団式が湯沢市
福祉センターで開催されました。
　除雪ボランティア隊は、湯沢市社会福祉協議会の呼び
かけに応じた市内の事業所や団体、中学生、高校生など
20団体590人が登録（12月9日現在）し、自力での除雪
が困難な高齢者世帯などを支援するため、玄関前や窓下
などの除雪をボランティアで行います。　　
　結団式では、除雪ボランティア隊を代表して、湯沢高
校2年三

み

浦
うら

京
きょう

さんが湯沢市社会福祉協議会の菅
すが

義
よし

雄
お

会長
から隊旗を受け取りました。

▲ボランティア隊を代表して隊旗を受け取る三浦さん

▲テープカット行い、今シーズンの幕が開きました

盛況と無事故を願い
湯沢市合同スキー場開き

　12月16日、稲川スキー場においてスキー場開きが行わ
れました。これは、市直営の湯沢・稲川スキー場、皆瀬
活性化センターが指定管理となっている小安温泉スキー
場が今シーズンの盛況と無事故を願い、合同で行ってい
るものです。
　当日は、スキー場関係者など約80人が参加。稲川スキー
クラブ主催による安全祈願祭の後、関係者によるテープ
カットを行いました。今シーズンは、湯沢スキー場が2
月28日まで、稲川スキー場が 3月16日まで、小安温泉ス
キー場が3月5日までの営業を予定しています。

▲作文を朗読する菅野さん

税に関心を持って!
中学生の「税についての作文」表彰式

　11月24日、湯沢市役所本庁舎市民ロビーで、中学生の
「税についての作文」 表彰式が行われました。これは、
税を考える週間の一環として、3年前から開催している
もので、受賞した5人が表彰された後、作文の朗読が行
われました。
　受賞者は、全国納税貯蓄組合連合会会長賞＝佐

さ

々
さ

木
き

遥
はる

菜
な

さん（稲川中2年）、湯沢税務署長賞＝菅
すが

野
の

凜
りん

花
か

さん（湯
沢北中2年）、湯沢市納税貯蓄組合連合会会長賞＝髙

たか

橋
はし

政
まさ

樹
き

さん（皆瀬中3年）、佐
さ

々
さ

木
き

脩
しゅう

翔
と

さん（東成瀬中1年）、
半
はん

田
だ

緒
つぐ

美
み

さん（湯沢南中1年）。

飲酒運転撲滅を目指して
年末飲酒運転撲滅飲食店訪問

　12月9日、湯沢地区交通安全協会、同暴力追放推進委
員会、同少年保護育成委員会、湯沢市交通指導隊、湯沢
警察署が合同で市内の飲食店を訪問し、飲酒運転の撲滅
を訴える活動を行いました。
　当日は、湯沢生涯学習センターで出発式を行った後、
3班に分かれて、市内の飲食店を訪問。飲酒運転禁止の
ポスターやチラシ、「交通安全」 の文字の入ったリンゴ、
ティッシュを配り、飲食店関係者や来客者に飲酒運転撲
滅の協力を呼び掛けました。

▲飲食店に「交通安全」の文字の入ったリンゴを配りました
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■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

山　ノ　田
横　　　丁
横　　　丁
小沢（院内）

畑
松　　　根
古　　　戸
桂　　　川

86
96
89
69
89
97
91
74

11.30
12. 4
12. 5
12. 6
12. 6
12. 7
12.11
12.11

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

松　橋　２
早　　　坂
麓　　　１
八　面　東
梺　　　３
山 王 新 町
飯　　　田

66
90
91
96
81
53
84

12. 2
12. 4
12. 7
12. 8
12.11
12.13
12.15

とうま

　　　そう

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

菅　　 冬 馬くん

菅 原　 　爽くん

12.12

12.13

湯　ノ　岱

中　　　央

貢さん・寿子さん

儀人さん・千幸さん

とみ子
栄　一
　
良　子
秀　勝
宏
光　良

12月15日届け出分まで

12月15日届け出分まで

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

菅　　　生
貝　　　沼

80
68

12. 3
12. 7

佐 藤 寅五郎さん
佐 藤　　 久さん

本　人
佐々木誠
正　子
本　人
安部加津子
純　二
博　志
実

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

石 田　ゆ わちゃん

髙 橋　 　和くん

後 藤　 　紬ちゃん

小野寺 莉 廣くん

松 坂　優 生くん

　　　かず

　　　つむぎ

り　お

ゆうい

11.24

11.27

11.30

12. 1

12.12

良太さん・佳名子さん

慧さん・あかねさん

侑介さん・結さん

康広さん・志帆さん

大輔さん・公恵さん

愛宕町第６

清水町第８

上　倉　内

寺　沢　中

元清水第３

12. 2
12. 2
12. 5
12. 6
12. 7
12. 7
12.10
12.10
12.11
12.13
12.14
12.14

87
85
89
88
87
86
89
73
95
68
82
71

久　根　合
平　和　町
本　　　内
切　畑　上
外　ノ　目
土　　　沢
深 堀 ２ 区
愛宕町第５
上　角　間
岡　　　田
関　口　下
西新町第1の2

公　作
本　人
末五郎
さだ子
壽　一
祐　子
本　人
高
誠
本　人
銀　洋
誠

織 田　芳 夫さん
小野寺 武 治さん
柴 田 タメヨさん
齊 藤 ミヱ子さん
阿 部　律 子さん
加 藤　暢 尚さん
小野寺 良 子さん

晴　夫
和　子

髙 橋　タ イさん
樋 渡　ミ ヨさん
伊 藤　　 裕さん
藤 原　タ カさん
佐 藤 ハルヱさん
佐々木 榮 子さん
佐々木 繁 郎さん
小田野千惠子さん
長 瀬　一 郎さん
赤 平　英 一さん
三 浦　昭 子さん
伊 藤　敏 男さん

奧 山　定 雄さん
髙 𣘺　テ ルさん
高 橋 文八郎さん
中 村　新 一さん
齋 藤　ア イさん
鈴 木　信 雄さん
　 地 ナミ子さん
伊 藤　勇 吉さん
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月月1 ●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成28年度　行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間

午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
湯沢市役所本庁舎  相談室16
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

1月18日㈬

1月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

24日㈫

23日㈪
秋 田 県 発 酵 工 業 ㈱

柴 田 工 事 調 査 ㈱

雄 勝 中 央 病 院

全血

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)　または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

１３：００～１４：００

１５：００～１６：３０

１３：３０～１６：００

○湯沢図書館休館日（～4日）
○雄勝図書館休館日（～4日）
○祝祭日救急歯科診療　志水歯科医院（羽後町／☎621338／
　午前９時～正午）

○祝祭日救急歯科診療　愛宕歯科クリニック（湯沢／☎726855／
　午前９時～正午）

○祝祭日救急歯科診療　高橋歯科クリニック（羽後町／☎621418／
　午前９時～正午）

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般)
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

●市民総体綱引き大会〔総合体育館〕
○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　山本歯科医院（湯沢／☎0120-206859／
　午前９時～正午）
○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ0歳児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・ふれあいお正月遊び
●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般)
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●第４回秋田県特別支援学校ユニホック交流大会〔総合体育館〕
●カンガルースクール〔稲川スキー場〕午前１０時～１１時３０分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

●秋田ノーザンハピネッツ地域交流イベント〔湯沢北中・湯沢東小
　体育館〕午後0時30分～午後5時
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）
○湯沢図書館休館日

●剣道３時間立ち切り試合〔総合体育館〕　
○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ1歳以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・ふれあいお正月遊び
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般)

●カンガルースクール〔広域交流センター〕午前１０時～１１時３０分
○こあらちゃんタイム〔すこやか広場〕午前１０時～10時30分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

○雄勝図書館休館日

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕午前１０時～１１時３０分／
　ほっかほか親子遊び（支援センター合同事業）
●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般)

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分

●湯沢市フットサル選手権大会〔総合体育館〕

●湯沢市フットサル選手権大会〔総合体育館〕

○じゃんけんキッズ親子遊び〔すこやか広場〕
　午前１０時３０分～１１時１０分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

　

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
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三
十
八

思
い
が
詰
ま
っ
た
た
す
き
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

湯
沢
翔
北
高
等
学
校
陸
上
部
男
子
駅
伝
チ
ー
ム

　

湯
沢
翔
北
高
等
学
校
陸
上
部
の
男
子
駅
伝
チ
ー
ム

は
、
学
校
統
合
し
て
か
ら
六
年
目
と
な
る
平
成
二
十

八
年
の
春
に
誕
生
し
、十
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
、 

全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
秋
田
県
大
会（
七
区
間
、

四
十
二
・
一
九
五
㎞
）
に
初
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

九
人
の
メ
ン
バ
ー
で
臨
み
、
二
時
間
二
十
三
分
二
十

二
秒
の
記
録
で
見
事
八
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

陸
上
部
の
男
子
部
員
は
三
十
二
人
。「
感
謝　

協

力　

挑
戦
」
を
合
言
葉
に
、
短
距
離
の
ハ
ー
ド
ル
や

投
て
き
を
中
心
に
多
く
の
選
手
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
三
年
前
の
長
距
離
志
望
の
選
手
は
、

当
時
入
部
し
た
冨
谷
海
さ
ん
（
三
年
生
）
の
一
人
だ

け
で
し
た
。
駅
伝
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
る
ま
で
の
二

年
間
、
冨
谷
さ
ん
の
〝
チ
ー
ム
結
成
へ
の
思
い
〞
は

年
月
を
経
る
ご
と
に
強
ま
り
、
二
年
生
の
秋
ご
ろ
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
際
に
遠
藤
幸
樹
監
督
に
直
談
判
。

そ
の
思
い
を
伝
え
た
結
果
、
監
督
の
心
を
動
か
し
、

駅
伝
チ
ー
ム
が
結
成
に
至
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

冨
谷
さ
ん
は
「
入
部
当
初
は
長
距
離
競
技
に
力
を

入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る
湯
沢

市
駅
伝
競
走
大
会
に
チ
ー
ム
の
高
校
生
代
表
で
出
場

し
、
チ
ー
ム
と
し
て
走
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽

生
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
年
生
の
時
に
長
距
離
志

望
の
二
人
が
入
部
し
て
駅
伝
チ
ー
ム
が
で
き
ま
し

た
」
と
そ
の
時
の
心
境
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

冨
谷
さ
ん
に
大
会
の
こ
と
を
伺
う
と
「
日
々
の
練

習
の
成
果
が
結
果
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
当
日
は
思
っ
た
通
り
に
走
れ
な
か
っ
た
の
で
、

悔
い
が
残
る
レ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
」と
話
し
、現
在
、

キ
ャ
プ
テ
ン
の
三
浦
涼
介
さ
ん
（
二
年
生
）
は
「
三

年
生
は
最
後
の
大
会
に
な
る
の
で
、
今
ま
で
引
っ

張
っ
て
く
れ
た
恩
返
し
の
つ
も
り
で
頑
張
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
冨
谷
さ
ん
は
「
新
チ
ー

ム
は
も
っ
と
速
く
な
る
と
思
う
の
で
、
上
位
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
激
励
し
、
三
浦
さ

ん
は
「
一
生
懸
命
練
習
し
、
東
北
大
会
出
場
を
目
指

し
た
い
で
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

陸
上
部
で
長
距
離
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
る
鈴
木
邑

さ
ん
は
「
冨
谷
選
手
の
存
在
は
大
き
い
。
実
力
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
練
習
に
対
す
る
姿
勢
は
後
輩
た
ち

の
見
本
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
に
は
県
大

会
を
勝
っ
て
、
東
北
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
な

チ
ー
ム
作
り
を
し
て
い
き
た
い
。
強
く
な
る
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
は
し
ま
す
が
、
そ
の
先
を
ど
う
し
て
い

く
の
か
に
つ
い
て
は
自
分
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
選

手
に
育
て
た
い
」
と
先
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

　

た
す
き
が
、
新
チ
ー
ム
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

駅
伝
チ
ー
ム
は
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
ば
か
り
。

新
た
な
歴
史
の
ペ
ー
ジ
を
つ
づ
っ
て
い
く
た
め
に
、

選
手
た
ち
は
走
り
続
け
ま
す
。

と
み  　

や

か
い

え
ん   

ど
う

こ
う    

き

み    

う
ら
り
ょ
う 

す
け

す
ず   

き

ゆ
う

　冨谷海さん（写真左）から
三浦涼介さん（写真右）へ、
たすきが手渡されました
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